
至 藤沢 至 藤沢 

≪ 教育活動の特徴 ≫ 

１ 日々の学習～課題解決型授業の充実と進路実現をはかる多様な学習の展開～ 

・１年次は必履修共通科目を中心とした共通科目を原則としてＨＲクラス単位で学習します。

・２年次・３年次は年次に設定されている共通科目に加え、生徒一人ひとりの学習や進路等の目標の実現に必要な

その他の選択科目を履修します。 

・理解度に応じた授業や主体的な学びを展開する授業をとり入れ、学力を高める指導を行います。 

所在地：横浜市戸塚区汲沢町973 番地 〒245-0062  

電話：045(862)9343 

ＦＡＸ：045(862)6364 

ＵＲＬ：https://www.pen-kanagawa.ed.jp/y-oyo-h/ 

創 立：平成14 年11 月（平成15 年４月開校） 

課 程：単位制による全日制 

設置学科・生徒数・学級数 

１年 ２年 ３年 計 

普 通 科 270 251 259 780 

学 級 数 ８ ７ ８ 23 

 (生徒、学級数については令和６年４月現在) 
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＜学校案内図＞ 
利用交通機関 

●ＪＲ・市営地下鉄ブルーライン戸塚駅西口より
・戸塚バスセンターから「汲沢経由立場ターミナル」行き
「横浜桜陽高校前」（約15分）下車

●市営地下鉄ブルーライン立場駅より
・立場ターミナルから「汲沢経由戸塚バスセンター」行き
「横浜桜陽高校前」（約15分）下車

＜確かな学力の定着＞ 

○基礎的・基本的な学力の定

着を図り、「自立に必要な知

識・技能」とともに、生きてい

く上で「自ら課題を発見し解

決する力」を身につけます。 

＜キャリアプランニング 

能力＞ 

○「自己理解」を深め、進路実

現に向けた実践的な活動を通

じて、自立に必要な「自己管理

能力」を培うとともに、自分の

将来を見通す力を身につけま

す。 

＜コミュニケーション能力と 

社会性＞ 

○学校行事や部活動、委員会活

動を通じて自己肯定感を高める

とともに、多様な価値観を理解

し、他者と適切に関わることの

できる「コミュニケーション能

力の育成」や「社会性の向上」

を図ります。 

自己の能力を伸ばし未来を切り拓く力を育成します！ 



２ 学校生活を応援する生徒支援体制 

  ・進路ガイダンスルームを活用して、キャリア担当教員を中心に、進路選択に関する相談に対応します。 

  ・スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーや桜陽フレンズ（心理学専攻の大学院生）による丁寧な相

談と支援を行います。 

  ・基礎学力定着のため自習室を活用して「桜陽寺子屋」を開き、生徒の学習支援を行います。 

 

３ 学校外の学習 

  学校外での学習活動も、高校の単位として認定します。関心に応じて学校の枠組みを超えて学ぶことができます。 

  ・県立保健福祉大学、神奈川大学、関東学院大学、桜美林大学、専修大学、岩谷学園、岩崎学園などでの受講 

  ・連携する企業、福祉施設等での夏季休業を利用した就業体験 

  ・実用英語技能検定、ワープロ検定などの資格取得     ・ボランティア活動 

≪ 学校行事 ≫（令和６年度予定） 

４月 社会見学  ６月 スポーツ大会  ７～８月 夏期講習 

９月 部活動体験 桜陽祭（文化祭）  10 月 修学旅行（２年次生）  

11 月 オープンウィーク  12 月 芸術鑑賞会  ３月 球技大会 

 

≪ 部活動 ≫ 
多くの部活動が頑張っています。他校にはない部活動もあります。 

○運動系 

野球、バレーボール、バスケットボール、ソフトテニス、サッカー、 

バドミントン、剣道、柔道、弓道、テニス、ダンス 

○文化系 

演劇、軽音楽、写真、吹奏楽、青少年赤十字、華道、茶道、放送、 

漫画研究、パソコン、美術、書道、合唱、文芸創作、 

競技かるた、テーブルゲーム、 

○令和５年度実績 

・野球部 神奈川県高等学校野球秋季県大会出場 

・男子バレー部  関東大会神奈川県予選出場 

・華道部 第２回小原流学生いけばな競技会南関東地区大会 準優勝 佳作 

・書道部 神奈川県高等学校総合文化祭高等学校書道展 個人 特選 

・演劇部 第六十回横浜市高等学校演劇発表会地区大会 審査員特別賞 

・写真部 よみうり写真大賞マイベストフォト部門第一期入選 

≪ 令和５年度３月卒業生の進路状況 ≫      
〇四年制大学 65 名 

桜美林大学、神奈川工科大学、神奈川大学、鎌倉女子大学、 

関東学院大学、駒澤大学、相模女子大学、湘南工科大学、専修大学、 

第一工科大学、多摩大学、鶴見大学、田園調布大学、桐蔭横浜大学、 

東京造形大学、東京農業大学、文京学院大学、文教大学、横浜商科大学、 

和光大学 他 

〇短期大学 ７名 

神奈川歯科大学短期大学部、湘北短期大学、戸板女子短期大学、 

鶴見大学短期大学部、山野美容芸術短期大学部 

〇専門学校 96 名 

湘南医療福祉専門学校、情報科学専門学校、茅ヶ崎リハビリテーション専門学校、日本工学院専門学校、

横浜市医師会聖灯看護専門学校、横浜市病院協会看護専門学校、横浜保育福祉専門学校 他 

〇就職 32 名 

神奈川県警察、千葉県警察、日本貨物鉄道株式会社、イオンリテール株式会社、いすゞ自動車株式会社、 

オーケー株式会社、株式会社きじま、株式会社ノジマ、株式会社ミュゼプラチナム、日本郵便株式会社 他 

〇その他 21 名 

≪ 高校改革について ≫ 
令和８年度入学生まで、これまでどおり募集を行います。 

令和９年度入学生から横浜桜陽高校と永谷高校は再編・統合され新しい高校としてスタートします。 

 
    スポーツ大会 
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